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　はじめはMonthly apartment（ 2 人 １ 部屋）を予約していたのですが，その後，Dr. Burnsにホームス











































⑤　ちょうど私たちがサンディエゴにいた ４ 月末には小児科学会がサンディエゴで開催されたため， ４ 日間
学会会場において興味のある発表やポスターを見て知識を得るという，なかなかできない経験をさせて
いただきました。初 めての 学 会 が 海 外 学 会 ということで，このような 機 会 をたえてくださったDr. 
Burnsに本当に感謝しています。
5 ．その他
　 １ か月，実習は １ 日ある時もあれば午前中で終わることも多くあり，その空いた時間をうまく使ってサン
ディエゴ，時にはロサンゼルスまで足を延ばして観光することもできました。天気は常に快晴，すぐそこに
ビーチがあってちょっと行けば山に登ることもできる，そんな観光にも学業にも適した素敵な街で， １ か月
でアメリカを満喫することができ，病院実習はもちろんのこと，プライベートな時間もしっかりと充実させ
ることができたことはとても有意義だったと思います。
6 ．最後に
　この度， １ か月間の海外実習を通して，アメリカと日本の医療の違いはもちろんのこと，アメリカの医学
生と日本の医学生の違いといったより現実的なことについても考えさせられました。この １ か月で得たこと
は，医学的な知識にとどまらず，医師として今後働くときにおける自分のモチベーションや，大きな目標に
つながるものであったと感じています。苦労することも多くありましたが，それにより得た充実感，達成感
はこの海外実習でしか味わえないものであったと思いますし，また今回出会ったアメリカで働くアメリカ人
医師，アメリカで働く日本人医師，研究者，そして様々な人種の医学生との交流を通して，視野を大きく広
げることができたと思います。最後になりましたが，今回の海外実習を行うにあたり，ご尽力くださったす
べての方々に深く感謝いたします。ありがとうございました。
